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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

6月26日（土） ～ 8月31日（火）　
（期間中は無休）

平日　　　　　午前11時～午後5時
土日祝　　　　午前11時～午後6時
お盆期間中　　午前11時～午後7時

※営業時間以降の予約は要相談。
※ラストオーダーは閉店の30分前です。
※新型コロナウイルスの影響により、
　実施内容などが変更になる場合があります。

「磯部簗」

（8月13日～15日）

問合せ▶磯部簗（営業期間中）（☎385－6959）　　（一社）安中市観光機構（☎329－6203）

磯
部
温
泉
街
の
中
心
に
流
れ
る
碓
氷
川
を

利
用
し
た
磯
部
簗
が
6
月
26
日（
土
）に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
碓
氷
川
の
ほ
と
り
で

清
流
を
眺
め
な
が
ら
、
新
鮮
な
鮎
料
理
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
症
防
止
対
策

を
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

安全・安心・
未来へつなげる  水道

安 中 市 水 道 事 業
Annaka Water Works



安
全
・
安
心
・
未
来
へ

　
　
　
　つ
な
げ
る
　水
道

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
安
中
市
。
そ
の
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
水
を
、

安
全
で
安
心
で
き
る
「
水
道
水
」
と
し
て
日
々
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
の
水
道
週
間
に
伴
い
、
水
源
か
ら
ど
の
よ
う
な
工
程

で
ど
の
施
設
を
経
由
し
て
、
各
家
庭
に
水
道
水
が
届
く
の
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

給水している地域
西野牧

水
源
か
ら
水
道
水
の
も
と
に
な
る
水
を

①
着
水
井
へ
取
り
入
れ
る
。

②
沈
砂
池
で
大
き
な
砂
や
泥
を
沈
め
て
取
り
除
く
。

③
混
和
池
で
凝
集
剤
お
よ
び
消
毒
す
る
薬
品
を
注
入
し
、
か
く
は
ん
す
る
。

④
フ
ロ
ッ
ク
形
成
池
で
、
フ
ロ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
濁
り
の
固
ま
り
を
つ
く

る
。

⑤
そ
の
フ
ロ
ッ
ク
を
沈
殿
池
で
沈
め
て
取
り
除
き
、
続
け
て
消
毒
す
る
薬
品

を
注
入
す
る
。

⑥
ろ
過
池
で
細
か
い
濁
り
を
砂
の
層
で
取
り
除
き
、
再
び
消
毒
す
る
薬
品
を

注
入
す
る
。

以
上
の
工
程
で
水
道
水
が
で
き
る
。
そ
の
水
道
水
を

⑦
浄
水
池
に
貯
め
る
。

※
大
谷
地
区
は
高
崎
市
が
給
水
し
て
い
ま
す
。

安
全
な
水
道
水
が
で
き
る
ま
で

水源からご家庭まで（①から⑦が浄水場、浄水処理は急速ろ過方式）
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本
市
は
、
水
源
と
し
て
３
か
所
の

河
川
表
流
水
「
碓
氷
川
、
霧
積

川
、
矢
ヶ
崎
沢
」
と
「
中
木

ダ
ム
放
流
水
」
、
４
か
所
の
湧

水
「
新
幹
線
秋
間
ず
い
道
、

新
幹
線
一
ノ
瀬
ず
い
道
、
西

野
牧
第
一
、
西
野
牧
第
二
」

を
保
有
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
の
水
が

　
　
　
　
　
　水
道
水
に
な
る
の
？

　
市
内
に
は
、
久
保
井
戸
浄
水
場
、
坂
本
浄
水
場
、
滝
ノ
入

浄
水
場
、
一
ノ
瀬
浄
水
場
、
入
牧
浄
水
場
、
西
野
牧
浄
水

場
の
６
つ
の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
水
源
の
水
を
６
つ
の
浄

水
場
で
安
全
・
安
心
な
水
道
水
に
し
て
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
で
安
全
・
安
心
な
水
道
水
に

浄水処理に必要な薬品

引用：水道PRパッケージ

③混和池 ④フロック形成池 ⑤沈殿池 ⑥ろ過池 ⑦浄水池①着水井

配水池

配水管

送水管
浄水場に水を
取り入れる
ところです

薬品を注入し
混ぜるところ
です

濁りなどを大き
な固まりにする
ところです

濁りの固まりを
ゆっくり沈める
ところです

沈殿池で沈まなかっ
た濁りを砂の層で取
り除くところです

作った水道水を
貯めるところで
す

市内に配水する
水を貯めておく
ところです各ご家庭に

排水系統へ

水 源
②沈砂池

大きな砂や泥を
沈めて取り除く
ところです

凝集剤
（濁りを固める薬品）

次亜塩素酸ナトリウム
（消毒するための薬品）

注入点 注入点注入点

西野牧浄水場

給水している地域
細野、九十九、後閑、松井田
（一部）、原市（一部）

一ノ瀬浄水場

給水している地域
秋間、安中（一部）

滝ノ入浄水場

給水している地域
坂本（入牧除く）、臼井、松井
田、西横野

坂本浄水場

久保井戸浄水場

碓氷川（第一水源）

霧積川（第二水源）中木ダム放流水

給水している地域
原市、磯部、安中、西横野
（一部）、東横野、岩野谷（※大
谷除く）、板鼻、後閑（一部）、
秋間（一部）

給水している地域
入山、北野牧

入牧浄水場
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①
福
祉
車
両
の
貸
出

車
椅
子
を
使
用
す
る
要
援
護
高
齢
者
や
身
体

障
害
者
を
乗
せ
て
通
院
や
買
い
物
に
出
か
け

る
た
め
の
福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す
。

※
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
車
両
を
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

②
日
常
生
活
用
具
給
付
等

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
在
宅
高
齢
者
を
対

象
に
、
在
宅
生
活
の
維
持
や
介
護
者
の
負

担
・
軽
減
を
図
り
ま
す（
介
護
保
険
の
給
付

が
可
能
な
人
は
除
き
ま
す
）。

※
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
を
貸
し
出
し
ま
す

（
ベ
ッ
ド
の
運
搬
は
有
料
で
す
）。

③
日
常
生
活
用
具
給
付
等（
防
火
用
具
）

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
あ
っ
て
、
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
1
人
暮
ら
し
の
人
を

対
象
と
し
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

（
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用

の
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

※
電
磁
調
理
器
ま
た
は
自
動
消
火
器
を
給
付

し
ま
す
。

④
高
齢
者
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
あ
っ
て
、
寝
た

き
り
ま
た
は
認
知
症
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ

る
人
が
対
象
で
す
。

※
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
紙
お
む
つ

の
給
付
限
度
が
異
な
り
ま
す
。

※
入
院
や
短
期
入
所
な
ど
で
在
宅
を
離
れ
る

と
、
休
止
ま
た
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

⑤
高
齢
者
住
宅
改
造
補
修
費
助
成

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
、
在
宅
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
住
宅
を
改
造
・
改
修
す
る
場

合
に
助
成
し
ま
す（
新
築
お
よ
び
増
築
の
場

合
は
助
成
の
対
象
外
で
す
）。

※
要
介
護
度
、
世
帯
構
成
、
生
計
中
心
者
の

所
得
税
額
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
助
成
は
対
象
工
事
費
の
6
分
の
5
の
額
で

す（
助
成
は
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）。

⑥
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成

70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
市
と
契
約
し
て
い
る

施
術
所
で
「
は
り
」
、
「
き
ゅ
う
」
、

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
施
術
を
受
け
る
場
合
に

助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
よ
り
割
引
券
を
交
付
し
ま
す（
当

該
年
度
中
に
4
枚
を
限
度
と
し
ま
す
）。

※
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
交
付
制
限

が
あ
り
ま
す
。

⑦
配
食
支
援
事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
、
単
身
で

生
活
す
る
人
、
高
齢
者
の
み
で
生
活
す
る

人
、
日
中
独
居
と
な
る
人
で
あ
っ
て
食
事
の

用
意
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、

弁
当
の
配
達
を
通
し
て
状
況
把
握
と
栄
養
改

善
を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
に
つ
い
て
週
5
回
以
内
で
利
用
で
き

ま
す（
利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

⑧
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助

タ
ク
シ
ー
以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
申
請
窓
口
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
安
中
地

域
＝
□本 

高
齢
者
支
援
課
・
松
井
田
地
域
＝
□松 

住
民
福
祉
課
）。

⑨
見
守
り
支
援（
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
）

65
歳
以
上
の
在
宅
1
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢

者
で
あ
っ
て
、
健
康
状
態
や
身
体
状
況
な
ど

の
理
由
に
よ
り
緊
急
時
の
対
応
に
不
安
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
緊
急
時
に
連
絡
が
つ
な
が

る
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

※
家
族
を
は
じ
め
と
し
た
協
力
者
を
緊
急
連

絡
先
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

※
固
定
電
話
の
回
線
を
使
用
し
て
装
置
を
設

置
し
ま
す（
固
定
電
話
の
回
線
が
必
要
で
、

通
報
時
は
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）。

⑩
在
宅
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
要
介
護
4
ま

た
は
5
の
人
、
あ
る
い
は
要
介
護
認
定（
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）を

受
け
て
い
る
外
出
困
難
で
、
家
族
が
高
齢
な

ど
の
理
由
で
支
援
を
得
ら
れ
な
い
人
を
対
象

に
散
髪
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
券
を
交

付
し
ま
す
。

※
理
容
組
合
・
美
容
組
合
の
協
力
店
が
対
象

者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
散
髪
を
実
施
し
ま

す
。

※
利
用
券
を
交
付
し
ま
す（
当
該
年
度
中
に

3
枚
を
限
度
と
し
ま
す
）。

⑪
碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館
「
峠
の
湯
」
利

用
助
成

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
当
該

施
設
の
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
宴
会（
事
前
に
予
約
し
て
あ
る
も
の
に
限

る
）を
利
用
す
る
人
、
1
人
に
つ
き
1
，
０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す（
当
該
年
度
中
に
3

回
を
限
度
と
し
ま
す
）。
　

申
請
窓
口
・
問
合
せ
▼

①
②
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
：
☎
3
8
2

－

8
3
9
7
）

（
松
井
田
支
所
：
☎
3
9
3

－

3
9
4
8
）

③
〜
⑩
□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
1
・
1
1
8
2
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
1
・
2
1
5
2
）

⑪
峠
の
湯

（
☎
3
8
0

－

4
0
0
0
）

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

45 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

松
高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）
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安中市役所　☎027－382－1111

24時間365日
安全・安心な水を届けています

　各浄水場では、市内の各家庭に安全で安心な水を届けるために、24時間365日稼働しています。

安中市の水って
　　おいしいの？

　中木ダムについてより知ってもら
い、水道事業に対する理解を深めても
らうため、「中木ダム」ダムカードを
配布しています。
※配布場所は、□谷 上水道工務課（安中2
－11－24）になりますのでご注意くだ
さい。

　おいしい水の水質要件には、
いくつかの検査項目があります
が、今回はその中の一つで硬度
に着目します。硬度とは、水に
含まれるカルシウムとマグネシ
ウムなどの量を炭酸カルシウム
の量に換算した値で、適度に含
むことで水のおいしさを保つも
のです。またミネラル含有量も
示しています。この硬度の値
が1ℓあたり10～100㎎含む水

（㎎／ℓ）がおいしい水であると
いわれています。一概に硬度だ
けでおいしい水とは判断できま
せんが、安中市の浄水場でつく
られる水道水の硬度の値は、そ
の範囲の中に入っています。

（参考：「硬度」水質基準値　
300㎎／ℓ 以下）

集中監視室

「中木ダム」ダムカード配布中

市の水道に関することをホームページで公開
しています

水質の管理

　安全な水道水を市民の皆さんがいつ
も安心して使っていただけるように、
今までの古い配水池を取り壊し、同じ
用地を利用して新たに耐震性能をもっ
た配水池を築造します。

新しい配水池を築造予定です

▲市ホームページ

▲榎木配水池用地

問合せ▶　 上水道事務課（☎027－345－3001）　  上水道工務課（☎027－345－3002）谷 谷



①
福
祉
車
両
の
貸
出

車
椅
子
を
使
用
す
る
要
援
護
高
齢
者
や
身
体

障
害
者
を
乗
せ
て
通
院
や
買
い
物
に
出
か
け

る
た
め
の
福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す
。

※
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
車
両
を
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

②
日
常
生
活
用
具
給
付
等

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
在
宅
高
齢
者
を
対

象
に
、
在
宅
生
活
の
維
持
や
介
護
者
の
負

担
・
軽
減
を
図
り
ま
す（
介
護
保
険
の
給
付

が
可
能
な
人
は
除
き
ま
す
）。

※
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
を
貸
し
出
し
ま
す

（
ベ
ッ
ド
の
運
搬
は
有
料
で
す
）。

③
日
常
生
活
用
具
給
付
等（
防
火
用
具
）

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
あ
っ
て
、
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
1
人
暮
ら
し
の
人
を

対
象
と
し
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

（
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用

の
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

※
電
磁
調
理
器
ま
た
は
自
動
消
火
器
を
給
付

し
ま
す
。

④
高
齢
者
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
あ
っ
て
、
寝
た

き
り
ま
た
は
認
知
症
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ

る
人
が
対
象
で
す
。

※
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
、
紙
お
む
つ

の
給
付
限
度
が
異
な
り
ま
す
。

※
入
院
や
短
期
入
所
な
ど
で
在
宅
を
離
れ
る

と
、
休
止
ま
た
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

⑤
高
齢
者
住
宅
改
造
補
修
費
助
成

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
、
在
宅
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
住
宅
を
改
造
・
改
修
す
る
場

合
に
助
成
し
ま
す（
新
築
お
よ
び
増
築
の
場

合
は
助
成
の
対
象
外
で
す
）。

※
要
介
護
度
、
世
帯
構
成
、
生
計
中
心
者
の

所
得
税
額
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
助
成
は
対
象
工
事
費
の
6
分
の
5
の
額
で

す（
助
成
は
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
）。

⑥
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成

70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
市
と
契
約
し
て
い
る

施
術
所
で
「
は
り
」
、
「
き
ゅ
う
」
、

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
施
術
を
受
け
る
場
合
に

助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
よ
り
割
引
券
を
交
付
し
ま
す（
当

該
年
度
中
に
4
枚
を
限
度
と
し
ま
す
）。

※
対
象
者
の
所
得
税
額
に
よ
っ
て
交
付
制
限

が
あ
り
ま
す
。

⑦
配
食
支
援
事
業（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
、
単
身
で

生
活
す
る
人
、
高
齢
者
の
み
で
生
活
す
る

人
、
日
中
独
居
と
な
る
人
で
あ
っ
て
食
事
の

用
意
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、

弁
当
の
配
達
を
通
し
て
状
況
把
握
と
栄
養
改

善
を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
に
つ
い
て
週
5
回
以
内
で
利
用
で
き

ま
す（
利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

⑧
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助

タ
ク
シ
ー
以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
タ
ク

シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
申
請
窓
口
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
安
中
地

域
＝
□本 

高
齢
者
支
援
課
・
松
井
田
地
域
＝
□松 

住
民
福
祉
課
）。

⑨
見
守
り
支
援（
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
）

65
歳
以
上
の
在
宅
1
人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢

者
で
あ
っ
て
、
健
康
状
態
や
身
体
状
況
な
ど

の
理
由
に
よ
り
緊
急
時
の
対
応
に
不
安
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
緊
急
時
に
連
絡
が
つ
な
が

る
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

※
家
族
を
は
じ
め
と
し
た
協
力
者
を
緊
急
連

絡
先
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

※
固
定
電
話
の
回
線
を
使
用
し
て
装
置
を
設

置
し
ま
す（
固
定
電
話
の
回
線
が
必
要
で
、

通
報
時
は
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）。

⑩
在
宅
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
要
介
護
4
ま

た
は
5
の
人
、
あ
る
い
は
要
介
護
認
定（
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）を

受
け
て
い
る
外
出
困
難
で
、
家
族
が
高
齢
な

ど
の
理
由
で
支
援
を
得
ら
れ
な
い
人
を
対
象

に
散
髪
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
券
を
交

付
し
ま
す
。

※
理
容
組
合
・
美
容
組
合
の
協
力
店
が
対
象

者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
散
髪
を
実
施
し
ま

す
。

※
利
用
券
を
交
付
し
ま
す（
当
該
年
度
中
に

3
枚
を
限
度
と
し
ま
す
）。

⑪
碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館
「
峠
の
湯
」
利

用
助
成

市
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
当
該

施
設
の
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
宴
会（
事
前
に
予
約
し
て
あ
る
も
の
に
限

る
）を
利
用
す
る
人
、
1
人
に
つ
き
1
，
０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す（
当
該
年
度
中
に
3

回
を
限
度
と
し
ま
す
）。
　

申
請
窓
口
・
問
合
せ
▼

①
②
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
：
☎
3
8
2

－

8
3
9
7
）

（
松
井
田
支
所
：
☎
3
9
3

－

3
9
4
8
）

③
〜
⑩
□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
1
1
8
1
・
1
1
8
2
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
2
1
5
1
・
2
1
5
2
）

⑪
峠
の
湯

（
☎
3
8
0

－

4
0
0
0
）

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

45 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係
（
☎
内
線
２
１
５
１
・
２
１
５
２
）

松
高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２
）
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安中市役所　☎027－382－1111

24時間365日
安全・安心な水を届けています

　各浄水場では、市内の各家庭に安全で安心な水を届けるために、24時間365日稼働しています。

安中市の水って
　　おいしいの？

　中木ダムについてより知ってもら
い、水道事業に対する理解を深めても
らうため、「中木ダム」ダムカードを
配布しています。
※配布場所は、□谷 上水道工務課（安中2
－11－24）になりますのでご注意くだ
さい。

　おいしい水の水質要件には、
いくつかの検査項目があります
が、今回はその中の一つで硬度
に着目します。硬度とは、水に
含まれるカルシウムとマグネシ
ウムなどの量を炭酸カルシウム
の量に換算した値で、適度に含
むことで水のおいしさを保つも
のです。またミネラル含有量も
示しています。この硬度の値
が1ℓあたり10～100㎎含む水

（㎎／ℓ）がおいしい水であると
いわれています。一概に硬度だ
けでおいしい水とは判断できま
せんが、安中市の浄水場でつく
られる水道水の硬度の値は、そ
の範囲の中に入っています。

（参考：「硬度」水質基準値　
300㎎／ℓ 以下）

集中監視室

「中木ダム」ダムカード配布中

市の水道に関することをホームページで公開
しています

水質の管理

　安全な水道水を市民の皆さんがいつ
も安心して使っていただけるように、
今までの古い配水池を取り壊し、同じ
用地を利用して新たに耐震性能をもっ
た配水池を築造します。

新しい配水池を築造予定です

▲市ホームページ

▲榎木配水池用地

問合せ▶　 上水道事務課（☎027－345－3001）　  上水道工務課（☎027－345－3002）谷 谷



お
世
話
に
な
り
ま
す
　
　
　

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
令
和
3
年
度
）

各地区代表区長の皆さん（敬称略　5月1日現在）

東横野地区
櫻井　勝区長

磯部地区
松本　元雄区長

原市地区
森　明男区長

安中地区
筑井　秀夫区長

後閑地区
神宮　貞夫区長

秋間地区
渡部　桂一区長

板鼻地区
平尾　和男区長

岩野谷地区
大塚  美喜雄区長

西横野地区
中山　良介区長

坂本地区
佐藤　金光区長

臼井地区
武井　文男区長

松井田地区
和田　元男区長

細野地区
萩原　豊彦区長

九十九地区
小林　芳男区長

　
市
内
に
は
１
０
１
の
行
政
区
が
あ
り
ま

す
。

　
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の

仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
災（
防
災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
力
や
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と

○
社
会
福
祉
事
業（
赤
い
羽
根
、
歳
末
助

け
合
い
な
ど
の
共
同
募
金
活
動
へ
の
協

力
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

1
区

2
区

２

－

２
区

3
区

4
区

5
区

6
区

7
区

8
区

9
区

10
区

11
区

12
区

1
区

2
区

3
甲
区

3
乙
区

4
区

5
区

6
区

7
区

8
区

9
区

1
区

2
区

3
区

4
区

5
区

1
区

2
区

3
区

4
区

5
区

6
区

土
　屋
　鐵
　雄

須
　藤
　康
　弘

酒
　井
　德
　重

鈴
　木
　健
　一

筑
　井
　秀
　夫

堀
　口
　正
　孝

白
　石
　誠
　一

阪
　本
　幹
　夫

須
　藤
　一
　郎

上
　原
　カ
ズ
子

堀
　越
　敏
　男

萩
　原
　俊
　作

萩
　原
　敏
　彦
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お
世
話
に
な
り
ま
す
　
　
　

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
令
和
3
年
度
）

各地区代表区長の皆さん（敬称略　5月1日現在）

東横野地区
櫻井　勝区長

磯部地区
松本　元雄区長

原市地区
森　明男区長

安中地区
筑井　秀夫区長

後閑地区
神宮　貞夫区長

秋間地区
渡部　桂一区長

板鼻地区
平尾　和男区長

岩野谷地区
大塚  美喜雄区長

西横野地区
中山　良介区長

坂本地区
佐藤　金光区長

臼井地区
武井　文男区長

松井田地区
和田　元男区長

細野地区
萩原　豊彦区長

九十九地区
小林　芳男区長

　
市
内
に
は
１
０
１
の
行
政
区
が
あ
り
ま

す
。

　
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
の
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
市
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
主
に
次
の

仕
事
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
全
戸
配
布
印
刷
物（
「
広

報
あ
ん
な
か
」
な
ど
）の
配
布
や
回
覧

○
住
民
セ
ン
タ
ー
新
築
・
改
修
の
補
助
申

請
に
関
す
る
こ
と

○
土
木
事
業（
道
路
・
水
路
な
ど
の
整
備

工
事
の
連
絡
調
整
な
ど
）に
関
す
る
こ

と
○
環
境
衛
生（
環
境
整
備
、
ご
み
の
不
法

投
棄
の
通
報
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

○
交
通
安
全（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
犯（
防
犯
灯
の
設
置
要
望
な
ど
）に
関

す
る
こ
と

○
防
災（
防
災
事
業
の
参
加
、
災
害
発
生

時
の
協
力
や
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
）

に
関
す
る
こ
と

○
社
会
福
祉
事
業（
赤
い
羽
根
、
歳
末
助

け
合
い
な
ど
の
共
同
募
金
活
動
へ
の
協

力
な
ど
）に
関
す
る
こ
と
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安中市役所　☎027－382－1111 2021年6月1日号 89

安
中
市
の
財
政

　
令
和
２
年
度
下
半
期
予
算
執
行
状
況

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
３
）

本

安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
も
と

づ
き
、
令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の

本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

特別会計
国民健康保険
予算額：65億4,615万2,000円
収入計：58億9,699万5,000円
支出計：57億9,907万6,000円

後期高齢者医療
予算額：8億3,548万4,000円
収入計：7億6,427万6,000円
支出計：7億5,630万円

介護保険
予算額：69億1,251万6,000円 
収入計：61億6,571万6,000円 
支出計：61億2,988万2,000円 

予 算 額／326億7,919万5千円
収入済額／290億3,674万9千円
収 入 率／88.9％
①予算額　②収入済額　（収入率②／①）

予 算 額／326億7,919万5千円
支出済額／267億2,232万円
執 行 率／81.8％
①予算額　②支出済額　（執行率②／①）

民生費

総務費

公債費

教育費

土木費

衛生費

その他

国庫支出金

市税

地方交付税

県支出金

市債

繰入金

その他

①104億6,561万円
②95億6,517万円（91.4%）

①102億4,348万7,000円
②105億7,221万1,000円（103.2%）

①31億8,517万円
②31億8,517万円（100%）

①25億2,014万7,000円
②11億9,352万4,000円（47.4%）

①15億6,400万円
②8億1,030万円（51.8%）

①13億3,408万1,000円
②1億7,027万5,000円（12.8%）

①33億6,670万円
②35億4,009万9,000円（105.2%）

財政用語の解説

市有財産の状況
建　物

278,680.87㎡

基　金

103億2,260万6,000円

山　林

9,049,780.37㎡

山林以外

2,533,694.26㎡

証券等

19億5,777万1,000円

車　両

291台

土　地

市税の状況 歳　入 歳　出

市債の状況
借入先別現在高 目的別現在高

借入先別現在高 目的別現在高

市民税
52億9,988万7,000円

固定資産税
44億8,750万4,000円

市たばこ税
3億5,406万8,000円

都市計画税
2億2,070万9,000円

軽自動車税
2億364万円

地方公共団体金融機構
44億6,405万2,000円

（21.1％）

その他
3億7,939万8,000円

（1.8％）
市中銀行等

59億1,373万1,000円
（27.9％）

特別土地保有税
1万円

入湯税
639万3,000円

郵政管理・支援
4億6,863万2,000円

（2.2％）

財務省
99億6,172万6,000円

（47％）

臨時財政対策債
121億6,889万7,000円

（57.4％）

土木債
16億5,010万6,000円

（7.8％）

教育債
34億9,813万円
（16.5％）

衛生債
15億9,183万9,000円

（7.5％）

その他
22億7,856万7,000円

（10.8％）

211億8,753万9,000円211億8,753万9,000円

105億7,221万1,000円

new
s

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

①101億3,787万3,000円
②75億5,728万6,000円（74.6%）

①83億1,404万円
②78億1,363万6,000円（94%）

①29億8,279万円
②29億3,519万9,000円（98.4%）

①29億4,275万8,000円
②19億6,646万9,000円（66.8%）

①27億1,817万8,000円
②19億7,285万9,000円（72.6%）

①27億1,383万9,000円
②20億4,413万5,000円（75.3%）

①28億6,971万7,000円
②24億3,273万6,000円（84.8%）

歳入について
市　　　税 … 市民税や固定資産税など、市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人など

が納めるもの
地方交付税 … 地方財源の差を調整するため、国から交付されるもの
国庫支出金 … 国が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して国が補

助する場合に交付されるもの
県 支 出 金 … 県が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して県が補

助する場合に交付されるもの
繰　入　金 … 基金の取り崩しなどにより繰り入れるもの
市　　　債 … 市が事業を行うにあたり、一時に多額の資金が必要なときに外部から借

り入れるもの
歳出について
総　務　費 … 庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍管理、選挙、統計などの経費
民　生　費 … 障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て支援、生活保護などの経費
衛　生　費 … 疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
土　木　費 … 道路、公園、住宅の整備などの経費
教　育　費 … 学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興などの経費
公　債　費 … 市債の元金、利子などを支払うための経費
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安
中
市
の
財
政

　
令
和
２
年
度
下
半
期
予
算
執
行
状
況

財
政
課
財
務
係
（
☎
内
線
１
０
５
３
）

本

安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
も
と

づ
き
、
令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の

本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

特別会計
国民健康保険
予算額：65億4,615万2,000円
収入計：58億9,699万5,000円
支出計：57億9,907万6,000円

後期高齢者医療
予算額：8億3,548万4,000円
収入計：7億6,427万6,000円
支出計：7億5,630万円

介護保険
予算額：69億1,251万6,000円 
収入計：61億6,571万6,000円 
支出計：61億2,988万2,000円 

予 算 額／326億7,919万5千円
収入済額／290億3,674万9千円
収 入 率／88.9％
①予算額　②収入済額　（収入率②／①）

予 算 額／326億7,919万5千円
支出済額／267億2,232万円
執 行 率／81.8％
①予算額　②支出済額　（執行率②／①）

民生費

総務費

公債費

教育費

土木費

衛生費

その他

国庫支出金

市税

地方交付税

県支出金

市債

繰入金

その他

①104億6,561万円
②95億6,517万円（91.4%）

①102億4,348万7,000円
②105億7,221万1,000円（103.2%）

①31億8,517万円
②31億8,517万円（100%）

①25億2,014万7,000円
②11億9,352万4,000円（47.4%）

①15億6,400万円
②8億1,030万円（51.8%）

①13億3,408万1,000円
②1億7,027万5,000円（12.8%）

①33億6,670万円
②35億4,009万9,000円（105.2%）

財政用語の解説

市有財産の状況
建　物

278,680.87㎡

基　金

103億2,260万6,000円

山　林

9,049,780.37㎡

山林以外

2,533,694.26㎡

証券等

19億5,777万1,000円

車　両

291台

土　地

市税の状況 歳　入 歳　出

市債の状況
借入先別現在高 目的別現在高

借入先別現在高 目的別現在高

市民税
52億9,988万7,000円

固定資産税
44億8,750万4,000円

市たばこ税
3億5,406万8,000円

都市計画税
2億2,070万9,000円

軽自動車税
2億364万円

地方公共団体金融機構
44億6,405万2,000円

（21.1％）

その他
3億7,939万8,000円

（1.8％）
市中銀行等

59億1,373万1,000円
（27.9％）

特別土地保有税
1万円

入湯税
639万3,000円

郵政管理・支援
4億6,863万2,000円

（2.2％）

財務省
99億6,172万6,000円

（47％）

臨時財政対策債
121億6,889万7,000円

（57.4％）

土木債
16億5,010万6,000円

（7.8％）

教育債
34億9,813万円
（16.5％）

衛生債
15億9,183万9,000円

（7.5％）

その他
22億7,856万7,000円

（10.8％）

211億8,753万9,000円211億8,753万9,000円

105億7,221万1,000円

new
s

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

①101億3,787万3,000円
②75億5,728万6,000円（74.6%）

①83億1,404万円
②78億1,363万6,000円（94%）

①29億8,279万円
②29億3,519万9,000円（98.4%）

①29億4,275万8,000円
②19億6,646万9,000円（66.8%）

①27億1,817万8,000円
②19億7,285万9,000円（72.6%）

①27億1,383万9,000円
②20億4,413万5,000円（75.3%）

①28億6,971万7,000円
②24億3,273万6,000円（84.8%）

歳入について
市　　　税 … 市民税や固定資産税など、市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人など

が納めるもの
地方交付税 … 地方財源の差を調整するため、国から交付されるもの
国庫支出金 … 国が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して国が補

助する場合に交付されるもの
県 支 出 金 … 県が行うべき事業を市へ委託する場合や、市が行う事業に対して県が補

助する場合に交付されるもの
繰　入　金 … 基金の取り崩しなどにより繰り入れるもの
市　　　債 … 市が事業を行うにあたり、一時に多額の資金が必要なときに外部から借

り入れるもの
歳出について
総　務　費 … 庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、戸籍管理、選挙、統計などの経費
民　生　費 … 障がい者や高齢者の福祉サービス、子育て支援、生活保護などの経費
衛　生　費 … 疾病予防、環境保全、ごみ処理などの経費
土　木　費 … 道路、公園、住宅の整備などの経費
教　育　費 … 学校教育、生涯教育、文化・スポーツ振興などの経費
公　債　費 … 市債の元金、利子などを支払うための経費
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個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

  
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　 群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

  
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　 群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

実
施
期
間
▼

令
和
4
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※
検
査
費
用
は
無
料
で
す

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
く
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
か
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
4
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
実
施
す

る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
後
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
後
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※
妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

※
接
種
後
、
2
か
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す

申
請
・
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

1011

　
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

各
自
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と
同
じ
内
容

の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実
施
す
る
こ

と
で
す
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
３
日（
火
）か
ら
始
ま

り
ま
す
。

期
間
▼
６
月
１
日（
火
）か
ら
11
月
30
日（
火
）

ま
で

（
休
診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

対
象
者
▼
次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
40
歳
以
上（
令
和
３
年
度
中
に
40
歳
に
な

る
人
を
含
み
ま
す
）

②
安
中
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

③
市
の
人
間
ド
ッ
ク
に
申
し
込
ん
で
い
な
い

人健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

持
ち
物
▼
受
診
票
・
受
診
券
、
保
険
証

注
意
事
項
▼

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
で
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
未
受
診

者
の
み
）。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
安
中
市

国
民
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・

受
診
券
は
速
や
か
に
市
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調

が
悪
い
人
、
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
受

診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
県

内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延

防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の
予
防
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
後
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

風
し
ん
と
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン
パ

節
の
腫
れ
な
ど
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
風
し
ん
に
か
か
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
軽
症
の

う
ち
に
治
り
ま
す
が
、
妊
娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
障

害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
風
し
ん
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【特定保健指導】
　特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、健診受診当日に、特定保健指導の
初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

医　療　機　関　名　（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あやこまごころ診療所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正田病院（検診予約窓口）

☎385－1511
☎388－1180

※☎381－0485
☎380－1717

※☎381－2201
※☎380－1181
※☎385－1351
☎393－5311

※☎385－8221
※☎385－8551
※☎384－3681
※☎395－5566

城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※☎385－7858
※☎382－3131
※☎393－1731
※☎393－1005
☎385－6031

※☎393－1324
※☎381－0229
※☎382－1255
☎393－1301

※☎384－1126
※☎382－2510
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個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

  

安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　 群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

  

安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　 群
馬
県
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

実
施
期
間
▼

令
和
4
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

内
容
▼

風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
）（
血
液
検
査
）

※
検
査
費
用
は
無
料
で
す

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
く
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
か
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど
の

同
居
者
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居
者

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
の
母
子
健
康
手
帳

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
委

任
状

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
4
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県
が
実
施
す

る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
後
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
後
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※
妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

※
接
種
後
、
2
か
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す

申
請
・
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

1011

　
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

各
自
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と
同
じ
内
容

の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実
施
す
る
こ

と
で
す
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
３
日（
火
）か
ら
始
ま

り
ま
す
。

期
間
▼
６
月
１
日（
火
）か
ら
11
月
30
日（
火
）

ま
で

（
休
診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料
金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上
か
か

る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

対
象
者
▼
次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
40
歳
以
上（
令
和
３
年
度
中
に
40
歳
に
な

る
人
を
含
み
ま
す
）

②
安
中
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
群
馬
県
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

③
市
の
人
間
ド
ッ
ク
に
申
し
込
ん
で
い
な
い

人健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

持
ち
物
▼
受
診
票
・
受
診
券
、
保
険
証

注
意
事
項
▼

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
で
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か
り

つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
未
受
診

者
の
み
）。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
安
中
市

国
民
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・

受
診
券
は
速
や
か
に
市
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て

・
発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調

が
悪
い
人
、
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は
受

診
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
や
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
県

内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延

防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の
予
防
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成（
市
事
業
）

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
後
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
と
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

風
し
ん
と
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン
パ

節
の
腫
れ
な
ど
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
風
し
ん
に
か
か
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
軽
症
の

う
ち
に
治
り
ま
す
が
、
妊
娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
障

害（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
風
し
ん
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【特定保健指導】
　特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と見込まれた人に対して、健診受診当日に、特定保健指導の
初回面接を実施しています。健診当日に実施することで、後日お越しいただく手間を省けます。
※健診時初回面接ができなかった人には、従来どおり後日利用券を郵送します。

健診同時タイプ

特定健診 初回面接 電話 評価レター

健診結果通知後 3ヶ月後

無理なくできる目標を考えます 目標の確認をします 手紙の返信で終了です目標を実践

医　療　機　関　名　（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あやこまごころ診療所
有 坂 内 科 医 院
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正田病院（検診予約窓口）

☎385－1511
☎388－1180

※☎381－0485
☎380－1717

※☎381－2201
※☎380－1181
※☎385－1351
☎393－5311

※☎385－8221
※☎385－8551
※☎384－3681
※☎395－5566

城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※☎385－7858
※☎382－3131
※☎393－1731
※☎393－1005
☎385－6031

※☎393－1324
※☎381－0229
※☎382－1255
☎393－1301

※☎384－1126
※☎382－2510

50音順
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Zoom Up

〇部屋を分けましょう

ご家族に新型コロナウイルス感染症が疑われる場合

家庭内での感染予防について Zoom Up

「きっずサポートてんま」開所式
平成28年、市内初の児童発達支援事業所と
して開設された「きっずサポートてんま」
が、児童発達支援センターとなり、開所式が
行われました。

トヨタカローラ高崎株式会社との協定
トヨタカローラ高崎株式会社と「災害時にお
ける電気自動車等の貸与に関する協定」を締
結しました。この協定により、災害時に電気
自動車などを借り受け、物資の輸送や防災拠
点などへの電力供給が可能となります。

12＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

紙ひもなど 紙袋

ビニール袋 シュレッダー細断紙

個室にしましょう。できない場合は、少なくとも
2m以上の距離をあけ、仕切りやカーテンで区切り
ましょう。なるべく同居者全員マスクを着けましょ
う。

〇共用部分を消毒をしましょう
部屋のドアノブ、テーブル、スイッチ、洗面台、ト
イレの便座やレバーなどは、消毒用アルコールや薄
めた家庭用塩素系漂白剤
（0.05％次亜塩素酸ナト
リウム水溶液）を含ませた
キッチンペーパーなどで
拭きましょう（スプレーや
噴霧は避けましょう）。

4
1

月

日

4
7

月

日

2021年6月1日号

環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
係
（
☎
内
線
１
８
８
１
）

ク

new
s資

源
ご
み（
古
紙
、
古
着
・
古
布
）の
出
し
方

　
資
源
ご
み（
古
紙
、
古
着
・
古
布
）の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

回
収（
行
政
回
収
）を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の

量
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
増
や
す
た
め
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
古
紙
に
つ
い
て
】

　
古
紙
は
、
濡
れ
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
雨
天
で
も
回
収
し
ま
す
。

　
「
家
庭
用 

資
源
・
ご
み
収
集
日
程
表
」
に
記
載
し
て
い

る
規
定
ど
お
り
、
種
類
ご
と
に
紙
ひ
も
な
ど
で
束
ね
る
か
、

紙
袋
に
入
れ
、
紙
ひ
も
な
ど
で
結
び
中
身
が
出
な
い
よ
う
に

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
細
断
紙
は
飛
び
散
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
袋
に
入
れ
て
も
回
収
さ
れ
ま
せ
ん（
有
価
物
集
団
回
収

（
廃
品
回
収
）に
出
す
か
、
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
）

※
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
と
、
古
紙
と
は
判
断
さ
れ
ず

回
収
は
さ
れ
ま
せ
ん

※
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
、
印
画
紙
、
食
品
残
渣
の
つ
い
た
紙

な
ど
は
出
せ
ま
せ
ん（
詳
し
く
は
、
「
家
庭
用
　
資
源
･
ご

み
収
集
日
程
表
」
参
照
）

【
古
着
・
古
布
に
つ
い
て
】
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
停
滞
し
て
い

た
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
通
再
開
に
伴
い
、
現
在
は
通
常
通
り
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
古
着
・
古
布
は
濡
れ
る
と
カ
ビ
の
原
因
と
な
り

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
雨

天
に
出
す
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
雨
天
で
も
出
す
場
合

は
、
透
明
・
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
水
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
封
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
燃
え
る
ご
み
指
定
袋
を
使
用
す
る
場
合
は
、
燃
え
る
ご
み

と
区
別
す
る
た
め
、
袋
の
見
や
す
い
場
所
に
「
古
着
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い

※
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
は
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
出
し

て
く
だ
さ
い

※
布
団
類
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
汚
れ
が
著
し
い
も
の
な
ど
は
出

せ
ま
せ
ん（
詳
し
く
は
、
「
家
庭
用
　
資
源
･
ご
み
収
集
日

程
表
」
参
照
）

【
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
】

　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
に
種
類
ご
と
に
分
別

し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い（
処
理
手
数
料
は
無
料
）。

※
資
源
ご
み
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収（
行
政
回
収
）は
、

有
価
物
集
団
回
収（
廃
品
回
収
）を
補
填
す
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
、
で
き
る
限
り
地
域
の
団
体
が
実
施
す
る
有
価
物

集
団
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

○○

××

〇手洗い、換気をしましょう
こまめに石鹸で手を洗い
ましょう。1～2時間ごと
に5～10分窓を開ける、
あるいは常時5㎝ほど開け
て換気しましょう。

〇ゴミは密封して捨てましょう
鼻をかんだティッシュやマスクなど
はすぐにビニール袋に入れ、室外に
出すときは密閉して捨てましょう。
捨てた後は、すぐに石鹸で手を洗い
ましょう。

〇入浴は最後に
入浴は一番最後とし、入
浴後は浴室内をシャワー
で洗い流し、窓を開けて
換気をしましょう。

〇共用は避けましょう
タオルは各々専用のものを用意
しましょう。
食事は大皿から取り分けず、
別々に盛り付けましょう。

〇看病をする人を決めましょう
お世話などでの接触は最小限とし、使い捨てのエプ
ロン（なければ大判ゴミ袋で代用）、マスク、手袋
（プラスチック製など）を使いましょう。
使用した手袋、マスクは密封して捨て、石鹸で手を
洗いましょう。洗っていない手で目や鼻、口などを
触らないようにしてください。

〇洗濯は他の人と分けて洗いましょう
衣類、パジャマ、枕カバー、
シーツ類は、目に見える汚染が
なければ通常の洗濯で構いませ
ん。他の人のものと分けて洗い
ましょう。

●ご家族、同居されている人も熱を測るなどの健康観
察をし、特に咳や発熱などの症状があるときには、
職場や学校などには行かないようにしましょう。

【参考・引用資料】
・新型コロナウイルス感染症について

（厚生労働省ホームページ）
・新型コロナウイルス感染症市民向けハンドブック

（健康づくり課）



Zoom Up

〇部屋を分けましょう

ご家族に新型コロナウイルス感染症が疑われる場合

家庭内での感染予防について Zoom Up

「きっずサポートてんま」開所式
平成28年、市内初の児童発達支援事業所と
して開設された「きっずサポートてんま」
が、児童発達支援センターとなり、開所式が
行われました。

トヨタカローラ高崎株式会社との協定
トヨタカローラ高崎株式会社と「災害時にお
ける電気自動車等の貸与に関する協定」を締
結しました。この協定により、災害時に電気
自動車などを借り受け、物資の輸送や防災拠
点などへの電力供給が可能となります。

12＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

紙ひもなど 紙袋

ビニール袋 シュレッダー細断紙

個室にしましょう。できない場合は、少なくとも
2m以上の距離をあけ、仕切りやカーテンで区切り
ましょう。なるべく同居者全員マスクを着けましょ
う。

〇共用部分を消毒をしましょう
部屋のドアノブ、テーブル、スイッチ、洗面台、ト
イレの便座やレバーなどは、消毒用アルコールや薄
めた家庭用塩素系漂白剤
（0.05％次亜塩素酸ナト
リウム水溶液）を含ませた
キッチンペーパーなどで
拭きましょう（スプレーや
噴霧は避けましょう）。
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〇手洗い、換気をしましょう
こまめに石鹸で手を洗い
ましょう。1～2時間ごと
に5～10分窓を開ける、
あるいは常時5㎝ほど開け
て換気しましょう。

〇ゴミは密封して捨てましょう
鼻をかんだティッシュやマスクなど
はすぐにビニール袋に入れ、室外に
出すときは密閉して捨てましょう。
捨てた後は、すぐに石鹸で手を洗い
ましょう。

〇入浴は最後に
入浴は一番最後とし、入
浴後は浴室内をシャワー
で洗い流し、窓を開けて
換気をしましょう。

〇共用は避けましょう
タオルは各々専用のものを用意
しましょう。
食事は大皿から取り分けず、
別々に盛り付けましょう。

〇看病をする人を決めましょう
お世話などでの接触は最小限とし、使い捨てのエプ
ロン（なければ大判ゴミ袋で代用）、マスク、手袋
（プラスチック製など）を使いましょう。
使用した手袋、マスクは密封して捨て、石鹸で手を
洗いましょう。洗っていない手で目や鼻、口などを
触らないようにしてください。

〇洗濯は他の人と分けて洗いましょう
衣類、パジャマ、枕カバー、
シーツ類は、目に見える汚染が
なければ通常の洗濯で構いませ
ん。他の人のものと分けて洗い
ましょう。

●ご家族、同居されている人も熱を測るなどの健康観
察をし、特に咳や発熱などの症状があるときには、
職場や学校などには行かないようにしましょう。

【参考・引用資料】
・新型コロナウイルス感染症について

（厚生労働省ホームページ）
・新型コロナウイルス感染症市民向けハンドブック

（健康づくり課）



13 安中市役所　☎027－382－1111

《計画に基づいて行政改革を推進しています》

おしごと通信 Vol.19
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

　市は、第3次安中市行政改革大綱をもとに「行政の効率化」を図るととも
に、総合計画に掲げる「市民総動のまちづくり」に向けて、行政改革に取り
組んでいます。大綱には、「行政と市民の皆さんが地域の課題を共有するこ
と」、「職員は市民目線に立ったサービスを行うこと」、「市民の皆さんは
市全体のニーズを行政に提案すること」の重要性などが盛り込まれていま
す。

【取組】
　第3次安中市行政改革大綱に基づいた行動がきちんと実行できているか振
り返るため、職員一人ひとりが自身の行動についてシートを使用してチェッ
クしています。あわせて、計画の進行管理を行い、行政改革の着実な推進に
努めています。今後もコロナ禍による社会情勢の変化などにすばやく対応
し、市民の皆さんに寄り添った行政サービスを提供できるよう行政改革を推
進していきます。

recruitm
ent

令
和
４
年
成
人
式
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
新
成
人
ス

タ
ッ
フ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
思
い
出

に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
創
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
人
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

成
人
式
日
程
▼
令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

①
午
前
の
部（
対
象
学
校
区
：
安
中
小
学
校
、

碓
東
小
学
校
、
秋
間
小
学
校
、
東
横
野
小

学
校
、
松
井
田
北
中
学
校
）

　
受
付
開
始
：
午
前
９
時
〜 

　
式
典
開
始
：
午
前
９
時
40
分
〜

②
午
後
の
部（
対
象
学
校
区
：
原
市
小
学
校
、

磯
部
小
学
校
、
後
閑
小
学
校
、
松
井
田
東

中
学
校
、
松
井
田
南
中
学
校
）

　
受
付
開
始
：
午
後
１
時
〜

　
式
典
開
始
：
午
後
１
時
40
分
〜

業
務
内
容
▼
成
人
式
の
企
画
運
営
、
司
会
、

二
十
歳
の
意
見
発
表
な
ど
、
当
日
の
ほ
か
数

回
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
会
議（
第
１
回
目
　

８
月
中
旬
開
催
を
予
定
）

対
象
･
定
員
▼
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
内
在
住
ま
た
は

本
市
出
身
の
新
成
人
10
人
程
度

申
込
み
期
限
▼
７
月
９
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
３
）

　
昨
年
度
の
成
人
式
の
様
子
が
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
↓
「
教
育
・
生
涯
学
習
」
）

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
内
容
が
変
更
ま

た
は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
変
更

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
令
和
４
年
度
以
降
の
安
中
市
成
人
式
に
つ
い
て
】

　
民
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）４
月
１
日
よ
り
成
人
年
齢
が
20
歳
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
を
対
象
年
齢
と
し
ま

す
。
ま
た
、
「
成
人
」
を
含
む
現
行
の
名
称
を
使
い
続
け
る
こ
と
は
、
民
法
に
お
け
る
成

人
年
齢
と
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
以
降
は
「
安
中
市
二
十
歳（
は
た

ち
）の
集（
つ
ど
）い
」
に
名
称
を
改
め
て
挙
行
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
（
☎
内
線
２
２
４
３
）

▲令和3年成人式新成人
スタッフ

▲市ホーム
ページ

飲酒を伴う
懇親会など

狭い空間
での

共同生活

 大人数や
長時間に

およぶ飲食

マスク
なしでの

会話

居場所の
切り替わり

いつでもマスク
気をつけたい「５つの場面」

「ありがとう」が感染予防の輪をつくる

●マスク着用・三密回避、室内換気を　●会話は静かに　●集まりは少人数・短時間で  
●手洗い・アルコール消毒を　●体調不良時、発熱時は出かけないこれからも守って欲しいこと

新型コロナウイルス感染症対策推進室

松
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《計画に基づいて行政改革を推進しています》

おしごと通信 Vol.19
あんなかの

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

　市は、第3次安中市行政改革大綱をもとに「行政の効率化」を図るととも
に、総合計画に掲げる「市民総動のまちづくり」に向けて、行政改革に取り
組んでいます。大綱には、「行政と市民の皆さんが地域の課題を共有するこ
と」、「職員は市民目線に立ったサービスを行うこと」、「市民の皆さんは
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recruitm
ent

令
和
４
年
成
人
式
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
新
成
人
ス

タ
ッ
フ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
思
い
出

に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
創
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
人
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

成
人
式
日
程
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令
和
４
年
１
月
９
日（
日
）

①
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対
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学
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安
中
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学
校
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碓
東
小
学
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学
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、
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小

学
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井
田
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中
学
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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.174

1415 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2021年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

第2回　ふるさと学習館
 ふるさと学習館は学習の森にある博物
館です。
　1階に受付、学習資料コーナー、市民
ギャラリー、2階に常設展示室、企画展
示室、収蔵庫、3階に企画研究室があり
ます。
　1階の学習資料コーナーには歴史関係
の書籍が揃い、郷土の歴史を調べる時な
どに活用できます。市民ギャラリーは多
目的ホールで、講演会や研修会、展覧会
などのイベントにも利用できます（※6
月1日現在は新型コロナウイルスの影響
により制限中）。
　2階の展示室では、原始から近代まで
安中市の歴史を通史的に展示していま
す。発掘調査で出土した遺物など、貴重
な展示物も必見です。収蔵庫には貴重な
資料を保管しています。
　3階の企画研究室では、収蔵資料の整
理や寄託・寄贈資料の調査を行います。
　ふるさと学習館は安中市の歴史・文化
を展示する歴史博物館としての機能だけ
ではなく、広く文化芸能活動の拠点とな
るよう多様性に対応し、ＳＤＧｓに取り
組んだ施設運営を心がけています。
　リニューアルしたミュージアムショッ
プもぜひご覧ください。

№180

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上問仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【7月の休館日】7/6（火）、7/7（水）、7/8（木）、7/13（火）、7/20（火）、7/27（火）、7/28（水）、7/29（木）

開 館 2 0 周 年 記 念

令和3年度春季企画展

常設展の観覧は有料（100円）です。

令和3年

7月5日
　まで開催中

会　場
ふるさと学習館
市民ギャラリー

　学習の森ふるさと学習館では、
開館20周年を記念して、過去の
当館企画展を振り返る「企画展」
展を開催しています。歴代ミュー
ジアムグッズがあたるハズレなし
の「企画てんてんくじ」も実施中
です。（7月5日まで）

観覧無料

臨時休館のお知らせ
7月7日（水）・8日（木）は展示片付けのた
め、ふるさと学習館は臨時休館です。
生涯学習施設は通常どおりご利用いた
だけます。

月

　市民の皆さんの要望に応じて、市の行政情報および専門知識を有する職員を皆さんが主催する学習の場の講師
として派遣（出前）します。利用方法は次のとおりです。なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況によって
は、申込みを受けられない場合や、申込み後にお断りする場合もありますのでご了承ください。
対象▶市内に在住・在勤・在学する人で構成する10人以上の団体
日時▶土日・祝日を除く午前9時から午後9時までの2時間以内
会場▶市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）
講師料▶無料（会場使用料などは除きます）
申込み▶利用予定日の1か月前までに各担当課へ直接お申し込みください（調整の結果、お受けできない場合もあ
ります）。申込書は市ホームページに掲載しています。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせください。
備考▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、新しい生活様式を実践していただき、人数や会場の選択など
十分に配慮したうえでのご利用をお願いします。

※広報あんなか5月1日号16ページ掲載の「生涯学習だより」家庭教育カウンセリング講座は、中止となりました。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解いだたきますようお願いします。

出前講座のご案内

1.  市の行政情報関連講座 令和3年4月1日現在
No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

31

32
33

　　　　講　座　名
市のまちづくり
市の財政状況について
男女共同参画について
選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
戸籍のはなし
悪徳商法対策
国民健康保険のはなし
後期高齢者医療制度のはなし
我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
観光地域づくり
市の環境について
ごみの処理について
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について
生涯学習のまちづくり
市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について
レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
財政事情と予算について
男女共同参画社会の実現に向けて
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
戸籍のしくみについての説明
悪徳商法から自分を守るために
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
観光地域づくり（ＤＭＯ）について
環境への取り組みについて
ごみ処理の仕組みと課題
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について
生涯学習を通したまちづくりについて
国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介
各種軽スポーツの指導

担当課
秘書政策課

財政課
地域創造課

行政課
行政課

危機管理課
危機管理課
危機管理課

市民課
市民課

国保年金課
国保年金課

税務課
税務課
税務課
福祉課
福祉課

健康づくり課
高齢者支援課
高齢者支援課
高齢者支援課
観光経済課
環境政策課

クリーンセンター
都市整備課

上水道工務課
議会事務局
農業委員会
生涯学習課

文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
スポーツ課

内線番号
1014
1050
1027
1041
1041
1130
1130
1130
1101
1101
1113
1118
1060
1060
1060
1151
1151
1170
1186
1181
1188
2622
1882
1880
1211
3121
1353
1451
2240
3420

3421

3420
1907

2.  市職員個人による講座
No
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
観光経済課

内線番号
2622

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松
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第2回　ふるさと学習館
 ふるさと学習館は学習の森にある博物
館です。
　1階に受付、学習資料コーナー、市民
ギャラリー、2階に常設展示室、企画展
示室、収蔵庫、3階に企画研究室があり
ます。
　1階の学習資料コーナーには歴史関係
の書籍が揃い、郷土の歴史を調べる時な
どに活用できます。市民ギャラリーは多
目的ホールで、講演会や研修会、展覧会
などのイベントにも利用できます（※6
月1日現在は新型コロナウイルスの影響
により制限中）。
　2階の展示室では、原始から近代まで
安中市の歴史を通史的に展示していま
す。発掘調査で出土した遺物など、貴重
な展示物も必見です。収蔵庫には貴重な
資料を保管しています。
　3階の企画研究室では、収蔵資料の整
理や寄託・寄贈資料の調査を行います。
　ふるさと学習館は安中市の歴史・文化
を展示する歴史博物館としての機能だけ
ではなく、広く文化芸能活動の拠点とな
るよう多様性に対応し、ＳＤＧｓに取り
組んだ施設運営を心がけています。
　リニューアルしたミュージアムショッ
プもぜひご覧ください。

№180

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館  午前9時～午後5時（入館・ミュージアムショップは午後4時30分まで）
　　　　安中市上問仁田951　Tel. 027－382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp
　　　 【7月の休館日】7/6（火）、7/7（水）、7/8（木）、7/13（火）、7/20（火）、7/27（火）、7/28（水）、7/29（木）

開 館 2 0 周 年 記 念

令和3年度春季企画展

常設展の観覧は有料（100円）です。

令和3年

7月5日
　まで開催中

会　場
ふるさと学習館
市民ギャラリー

　学習の森ふるさと学習館では、
開館20周年を記念して、過去の
当館企画展を振り返る「企画展」
展を開催しています。歴代ミュー
ジアムグッズがあたるハズレなし
の「企画てんてんくじ」も実施中
です。（7月5日まで）

観覧無料

臨時休館のお知らせ
7月7日（水）・8日（木）は展示片付けのた
め、ふるさと学習館は臨時休館です。
生涯学習施設は通常どおりご利用いた
だけます。

月

　市民の皆さんの要望に応じて、市の行政情報および専門知識を有する職員を皆さんが主催する学習の場の講師
として派遣（出前）します。利用方法は次のとおりです。なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況によって
は、申込みを受けられない場合や、申込み後にお断りする場合もありますのでご了承ください。
対象▶市内に在住・在勤・在学する人で構成する10人以上の団体
日時▶土日・祝日を除く午前9時から午後9時までの2時間以内
会場▶市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）
講師料▶無料（会場使用料などは除きます）
申込み▶利用予定日の1か月前までに各担当課へ直接お申し込みください（調整の結果、お受けできない場合もあ
ります）。申込書は市ホームページに掲載しています。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせください。
備考▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、新しい生活様式を実践していただき、人数や会場の選択など
十分に配慮したうえでのご利用をお願いします。

※広報あんなか5月1日号16ページ掲載の「生涯学習だより」家庭教育カウンセリング講座は、中止となりました。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解いだたきますようお願いします。

出前講座のご案内

1.  市の行政情報関連講座 令和3年4月1日現在
No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

31

32
33

　　　　講　座　名
市のまちづくり
市の財政状況について
男女共同参画について
選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
戸籍のはなし
悪徳商法対策
国民健康保険のはなし
後期高齢者医療制度のはなし
我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
観光地域づくり
市の環境について
ごみの処理について
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について
生涯学習のまちづくり
市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について
レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
財政事情と予算について
男女共同参画社会の実現に向けて
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
戸籍のしくみについての説明
悪徳商法から自分を守るために
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
観光地域づくり（ＤＭＯ）について
環境への取り組みについて
ごみ処理の仕組みと課題
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について
生涯学習を通したまちづくりについて
国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介
各種軽スポーツの指導

担当課
秘書政策課

財政課
地域創造課

行政課
行政課

危機管理課
危機管理課
危機管理課

市民課
市民課

国保年金課
国保年金課

税務課
税務課
税務課
福祉課
福祉課

健康づくり課
高齢者支援課
高齢者支援課
高齢者支援課
観光経済課
環境政策課

クリーンセンター
都市整備課

上水道工務課
議会事務局
農業委員会
生涯学習課

文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
スポーツ課

内線番号
1014
1050
1027
1041
1041
1130
1130
1130
1101
1101
1113
1118
1060
1060
1060
1151
1151
1170
1186
1181
1188
2622
1882
1880
1211
3121
1353
1451
2240
3420

3421

3420
1907

2.  市職員個人による講座
No
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
観光経済課

内線番号
2622

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）松



新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す

　
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
、
３
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し

ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

行
政
相
談
委
員
を

　
　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
、
国
な
ど
行
政
機
関
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令
和
３
年
６

月
１
日
現
在
で
「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
原
則
と
し
て
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お

よ
び
企
業
が
対
象
に
な
り
、
統
計
法
に
よ
り

回
答
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
群
馬
県
知
事
が
委
嘱
し
た
調

査
員
が
直
接
配
布
す
る
か
、
国
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
。
６
月
８
日
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
、
ま
た
は
郵
送
に
て
調
査
票
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
回
答
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
、
同
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用

目
的
以
外（
例
え
ば
徴
税
資
料
な
ど
）に
使
用

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼

□本 

行
政
課
行
政
統
計
係

（
☎
内
線
１
０
４
２
）

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　中
止
の
お
知
ら
せ

　
５
月
30
日（
日
）の
第
47
回
安
政
遠
足
侍
マ

ラ
ソ
ン
・
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
参
加

者
お
よ
び
市
民
の
安
全
を
最
優
先
と
考
え
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
・
関
係
者
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□ス 

安
政
遠
足
保
存
会
事
務
局

（
☎
０
２
７

－

３
８
２

－

２
５
０
０
）

INFORMATION市民
インフォメーション

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL 382-1111　FAX 381-0503　HP: https://www.city.annaka.lg.jp　E-mail: kouhou@city.annaka.lg.jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
278
68

346

男 
254
46

300

女    
21,930
6,326

28,256

男    
21,422
6,059

27,481
合　計 56,383人  世帯数 24,763（令和3年4月末日現在）

1617 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス 2021年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
宅
配
便
業
者
の
不
在
通
知
を
装
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
S
M
S

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）に
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
た

め
の
U
R
L
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
ス
マ
ホ
が
不
正
利
用
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
起
き
て
い
ま

す
。

☆
S
M
S
で
不
在
通
知
が
届
い
て
も
、
書
か
れ
て
い
る
連
絡
先
に
電
話

し
た
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
電
話
窓
口
や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
宅
配
便
業
者
の
正

式
な
サ
ー
ビ
ス
か
調
べ
、
真
偽
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
不
審
な
ア
プ
リ
が
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
I
D
や

パ
ス
ワ
ー
ド
、
暗
証
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ス
マ
ホ
の
通
信
費
が
前
月
よ
り
2

万
円
ほ
ど
高
か
っ
た
の
で
、
携
帯
電

話
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
分

の
ス
マ
ホ
か
ら
海
外
に
S
M
S
を
送

信
し
て
い
た
と
判
明
し
た
。
数
か
月

前
に
「
荷
物
を
預
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
S
M
S
が
届
き
、
U
R
L
を

タ
ッ
プ
し
た
。
そ
の
と
き
に
不
審
な

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

　安
中
図
書
館
・
松
井
田
図
書
館
で
は
、
6
月
30
日

ま
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
文
献
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　長
雨
の
お
供
に
、
ぜ
ひ
一
冊
お
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

宅
配
便
業
者
を
装
っ
た
偽
S
M
S
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第123回

毎年6月23日～29日は男女共同参画週間です
～令和3年度キャッチフレーズ～

「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ。」
　自分らしい充実した人生を送るために、性別にかかわらず、男女がお互いに支え合い、尊重
し合って、みんながいきいきと暮らす男女共同参画社会を目指しましょう。この機会に「私ら
しい生き方」を考えてみませんか。

確認してみましょう。「男だから」「女だから」にこだ
わりなく考えていると〇の数が増えます。

男だからたくましく、女だから優しくと決めるのは、お
かしいと思う

育児・家事・介護は女性も男性も分担しながら行うこと
が大切だと思う

男性も女性も、主体的に地域活動やボランティアなどに
参画することは良いことだと思う

女性も男性も、地域や会社で平等に意見が言える関係が
良いと思う

夫や妻、パートナーであっても乱暴な言葉づかいや態度
は、気をつけるべきだと思う

【第2回安中市男女共同参画標語コンクール最優秀作品より】
〇男だから　女だからと　決めつけない　みんなが　輝く　安中市
〇「女」も「男」も関係ない　尊重し　作ろう　住みやすい安中
〇思いやろう　男女の違い　生かし合い

チェック欄

SMS
今日 10：00

お客様宛の荷物をお
届けにあがりました
が不在の為持ち帰り
ました。ご確認くだ
さい。
http://●●●.com

萩
原
正
弘
さ
ん（
新
任
）

松
本
靖
子
さ
ん（
再
任
）

小
原
加
代
子
さ
ん（
再
任
）

鈴
木
改
さ
ん（
再
任
）

鳥
越
一
成
さ
ん（
再
任
）

髙
橋
宏
明
さ
ん（
再
任
）

▲市ホームページ

　「広報あんなか」に子どもの紹介や
成長記念に、子どもの写真とコメント
を掲載してみませんか。メールで応募
してください。詳しい内容は、市ホー
ムページをご覧ください。

「広報あんなか」に掲載する
子どもを募集しています



新
し
い
人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す

　
４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

を
受
け
、
３
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し

ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
の
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
問
題
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
１
２
０
７
）

行
政
相
談
委
員
を

　
　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
、
国
な
ど
行
政
機
関
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

市
民
課
市
民
相
談
室

（
☎
内
線
1
2
0
7
）

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令
和
３
年
６

月
１
日
現
在
で
「
令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
原
則
と
し
て
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お

よ
び
企
業
が
対
象
に
な
り
、
統
計
法
に
よ
り

回
答
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
群
馬
県
知
事
が
委
嘱
し
た
調

査
員
が
直
接
配
布
す
る
か
、
国
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
。
６
月
８
日
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
、
ま
た
は
郵
送
に
て
調
査
票
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
回
答
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
、
同
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用

目
的
以
外（
例
え
ば
徴
税
資
料
な
ど
）に
使
用

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼

□本 

行
政
課
行
政
統
計
係

（
☎
内
線
１
０
４
２
）

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　中
止
の
お
知
ら
せ

　
５
月
30
日（
日
）の
第
47
回
安
政
遠
足
侍
マ

ラ
ソ
ン
・
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
参
加

者
お
よ
び
市
民
の
安
全
を
最
優
先
と
考
え
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
・
関
係
者
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□ス 

安
政
遠
足
保
存
会
事
務
局

（
☎
０
２
７

－

３
８
２

－

２
５
０
０
）
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合　計

女 
278
68

346

男 
254
46

300

女    
21,930
6,326

28,256

男    
21,422
6,059

27,481
合　計 56,383人  世帯数 24,763（令和3年4月末日現在）
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
宅
配
便
業
者
の
不
在
通
知
を
装
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
S
M
S

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）に
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
た

め
の
U
R
L
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
ス
マ
ホ
が
不
正
利
用
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
起
き
て
い
ま

す
。

☆
S
M
S
で
不
在
通
知
が
届
い
て
も
、
書
か
れ
て
い
る
連
絡
先
に
電
話

し
た
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
電
話
窓
口
や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
宅
配
便
業
者
の
正

式
な
サ
ー
ビ
ス
か
調
べ
、
真
偽
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
不
審
な
ア
プ
リ
が
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
I
D
や

パ
ス
ワ
ー
ド
、
暗
証
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
ス
マ
ホ
の
通
信
費
が
前
月
よ
り
2

万
円
ほ
ど
高
か
っ
た
の
で
、
携
帯
電

話
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
自
分

の
ス
マ
ホ
か
ら
海
外
に
S
M
S
を
送

信
し
て
い
た
と
判
明
し
た
。
数
か
月

前
に
「
荷
物
を
預
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
S
M
S
が
届
き
、
U
R
L
を

タ
ッ
プ
し
た
。
そ
の
と
き
に
不
審
な

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す

　安
中
図
書
館
・
松
井
田
図
書
館
で
は
、
6
月
30
日

ま
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
文
献
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　長
雨
の
お
供
に
、
ぜ
ひ
一
冊
お
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

宅
配
便
業
者
を
装
っ
た
偽
S
M
S
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第123回

毎年6月23日～29日は男女共同参画週間です
～令和3年度キャッチフレーズ～

「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ。」
　自分らしい充実した人生を送るために、性別にかかわらず、男女がお互いに支え合い、尊重
し合って、みんながいきいきと暮らす男女共同参画社会を目指しましょう。この機会に「私ら
しい生き方」を考えてみませんか。

確認してみましょう。「男だから」「女だから」にこだ
わりなく考えていると〇の数が増えます。

男だからたくましく、女だから優しくと決めるのは、お
かしいと思う

育児・家事・介護は女性も男性も分担しながら行うこと
が大切だと思う

男性も女性も、主体的に地域活動やボランティアなどに
参画することは良いことだと思う

女性も男性も、地域や会社で平等に意見が言える関係が
良いと思う

夫や妻、パートナーであっても乱暴な言葉づかいや態度
は、気をつけるべきだと思う

【第2回安中市男女共同参画標語コンクール最優秀作品より】
〇男だから　女だからと　決めつけない　みんなが　輝く　安中市
〇「女」も「男」も関係ない　尊重し　作ろう　住みやすい安中
〇思いやろう　男女の違い　生かし合い

チェック欄

SMS
今日 10：00

お客様宛の荷物をお
届けにあがりました
が不在の為持ち帰り
ました。ご確認くだ
さい。
http://●●●.com

萩
原
正
弘
さ
ん（
新
任
）

松
本
靖
子
さ
ん（
再
任
）

小
原
加
代
子
さ
ん（
再
任
）

鈴
木
改
さ
ん（
再
任
）

鳥
越
一
成
さ
ん（
再
任
）

髙
橋
宏
明
さ
ん（
再
任
）

▲市ホームページ

　「広報あんなか」に子どもの紹介や
成長記念に、子どもの写真とコメント
を掲載してみませんか。メールで応募
してください。詳しい内容は、市ホー
ムページをご覧ください。

「広報あんなか」に掲載する
子どもを募集しています



INFORMATION市民 INFORMATION市民
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外
で
す

※
補
助
金
の
交
付
は
交
付

年
度
に
関
係
な
く
、
申
請

者
お
よ
び
住
宅
に
つ
き
、

1
回
限
り
で
す

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
内
線
1
2
5
5
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
届

出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
▼
6
月
30
日（
水
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策

と
し
て
返
信
用
封
用
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

提
出
書
類
▼
現
況
届（
6
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
）

 

申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
▼
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど

も
係

（
☎
内
線
2
1
5
3
）

県
営
住
宅
６
月
定
期
募
集
の

ご
案
内

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
連
帯
保
証
人
が

不
要
と
な
り
ま
し
た

※
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
単
身
で
の
申
込

み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

※
そ
の
他
、
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
居
可
能
日
▼
当
選
後
、
入
居
資
格
審
査
の

結
果
、
承
認
さ
れ
次
第
個
別
に
案
内

申
込
期
間
▼
6
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
民
セ
ン

タ
ー（
群
馬
県
庁
2
階
）、
県
土
木
事
務
所
、

県
保
健
福
祉
事
務
所
、
□本 

・
□松 

な
ど

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
曜
日
も
配
布

し
ま
す
。

そ
の
他
▼
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
住
宅
政
策
課
）

（
☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８
）

観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
で
あ
る（
一
社
）安

中
市
観
光
機
構
が
、
企
画
・
映
像
制
作
・
新

商
品
開
発
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
電
話
で
申
込
み
の

う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
6
月
18
日（
金
）午
後
6
時
〜
8
時
30

分場
所
▼
碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館
峠
の
湯
　

1
階

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
市
内
の
別
の
場

所
で
も
開
催
予
定
で
す

予
定
内
容
▼

・
既
存
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ

・
映
像
制
作
に
あ
た
っ
て
の
情
報
提
供
、
出

演
協
力

・
土
産
品
の
再
構
築
を
目
的
と
し
た
新
商
品

開
発

参
加
費
▼
無
料（
定
員
30
人
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構（
☎
３
２
９

－

６

２
０
３
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

絵
本
コ
ー
ナ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
で
は
、
絵
本

コ
ー
ナ
ー
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
目
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
名
▼
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
か
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

日
時
▼
7
月
2
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

内
容
▼
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト（
絵
本
に
か
け
る

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
）を
か
け
る
技
術
を
身
に
つ

け
る
講
座

定
員
▼
5
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
6
月
7
日（
月
）午
前
9
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

（
☎
３
８
０

－

２
５
２
５
）

（
休
館
日
：
火
曜
日
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
内
川
ト
リ
さ
ん
、
加
部
洋
江
さ
ん
が
、

1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

６
月
21
日
か
ら
□松 

部
署
の
配

置
が
変
わ
り
ま
す

　
□松 

総
務
管
理
課（
総
務
係
お
よ
び
管
理
係
）

の
配
置
が
変
わ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
□松 

総
務
管
理
課
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□松 

総
務
管
理
課
管
理
係

（
☎
内
線
２
１
１
４
）

令
和
3
年
度
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
保
養
事
業
に
つ
い
て

　
例
年
7
月
に
実
施
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
保
養
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

に
つ
い
て
も
、
実
施
の
可
否
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
増
設
工
事
の
お
知
ら
せ

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
便
性
向

上
の
た
め
次
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
名
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
増

設
工
事

場
所
▼
駐
車
場
南
側
植
栽
帯
お
よ
び
駐
輪
場

内
容
▼
①
駐
車
場
南
側
植
栽
帯
お
よ
び
駐
輪

場
を
駐
車
場
に
改
修
、
②
駐
輪
場
を
新
設

期
間
▼
6
月
1
日（
火
）〜
令
和
4
年
3
月
末

（
予
定
）

そ
の
他
▼

〇
工
事
中
は
、
現
在
の
駐
車
場
の
一
部
が
利

用
で
き
ま
せ
ん

〇
ご
利
用
の
際
に
は
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
お
願
い
し
ま
す

〇
満
車
な
ど
の
場
合
は
、
東
側
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

〇
工
事
に
伴
う
騒
音
・
振
動
な
ど
が
発
生
し

ま
す

問
合
せ
▼

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
に
つ
い
て

　
松
井
田
文
化
会
館
で
は
、
利
便
性
・
快
適

性
向
上
の
た
め
、
次
の
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
名
▼
松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
洋
式
化
工
事

場
所
▼
大
ホ
ー
ル
女
性
用
ト
イ
レ

内
容
▼
ト
イ
レ
洋
式
化
、
衛
生
設
備
の
設
置

期
間
▼
7
月
8
日（
木
）〜
8
月
20
日（
金
）

（
予
定
）

そ
の
他
▼

〇
工
事
期
間
中
は
大
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
を
制

限
し
ま
す

〇
工
事
に
伴
う
騒
音
、
振
動
が
発
生
し
ま
す

問
合
せ
▼

松
井
田
文
化
会
館（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
係
わ
る
事
前
申
請
の
ご
案
内

　
令
和
3
年
度
の
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
に
つ
い
て
、
ご
利
用
手
続
き
に
必
要
な
事

前
申
請
の
期
日
は
、
6
月
18
日（
金
）で
す
。

期
日
ま
で
に
早
め
の
事
前
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
そ
の
他
、
補
助
要
件
、
諸
手
続
き
な
ど
の

詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
窓
口
も
し
く
は
、

お
し
ら
せ
版
5
月
15
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
着
工
ま
た
は
完
成
し
て
い
る
リ
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
対
象
外
で
す

※
補
助
金
の
交
付
は
交
付

年
度
に
関
係
な
く
、
申
請

者
お
よ
び
住
宅
に
つ
き
、

1
回
限
り
で
す

問
合
せ
▼

□本 

建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
内
線
1
2
5
5
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
届

出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
▼
6
月
30
日（
水
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策

と
し
て
返
信
用
封
用
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

提
出
書
類
▼
現
況
届（
6
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
）

 

申
立
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
▼
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
4
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど

も
係

（
☎
内
線
2
1
5
3
）

県
営
住
宅
６
月
定
期
募
集
の

ご
案
内

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
連
帯
保
証
人
が

不
要
と
な
り
ま
し
た

※
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
単
身
で
の
申
込

み
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

※
そ
の
他
、
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
居
可
能
日
▼
当
選
後
、
入
居
資
格
審
査
の

結
果
、
承
認
さ
れ
次
第
個
別
に
案
内

申
込
期
間
▼
6
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
民
セ
ン

タ
ー（
群
馬
県
庁
2
階
）、
県
土
木
事
務
所
、

県
保
健
福
祉
事
務
所
、
□本 

・
□松 

な
ど

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
曜
日
も
配
布

し
ま
す
。

そ
の
他
▼
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

県
住
宅
供
給
公
社（
住
宅
政
策
課
）

（
☎
０
２
７

－
２
２
３

－

５
８
１
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８
）

観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
で
あ
る（
一
社
）安

中
市
観
光
機
構
が
、
企
画
・
映
像
制
作
・
新

商
品
開
発
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
電
話
で
申
込
み
の

う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
6
月
18
日（
金
）午
後
6
時
〜
8
時
30

分場
所
▼
碓
氷
峠
の
森
公
園
交
流
館
峠
の
湯
　

1
階

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
市
内
の
別
の
場

所
で
も
開
催
予
定
で
す

予
定
内
容
▼

・
既
存
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ

・
映
像
制
作
に
あ
た
っ
て
の
情
報
提
供
、
出

演
協
力

・
土
産
品
の
再
構
築
を
目
的
と
し
た
新
商
品

開
発

参
加
費
▼
無
料（
定
員
30
人
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

（
一
社
）安
中
市
観
光
機
構（
☎
３
２
９

－

６

２
０
３
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

絵
本
コ
ー
ナ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
で
は
、
絵
本

コ
ー
ナ
ー
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
第
1
回
目
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
座
名
▼
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
か
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

日
時
▼
7
月
2
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

内
容
▼
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト（
絵
本
に
か
け
る

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
）を
か
け
る
技
術
を
身
に
つ

け
る
講
座

定
員
▼
5
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
6
月
7
日（
月
）午
前
9
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク

（
☎
３
８
０

－

２
５
２
５
）

（
休
館
日
：
火
曜
日
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
内
川
ト
リ
さ
ん
、
加
部
洋
江
さ
ん
が
、

1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

６
月
21
日
か
ら
□松 

部
署
の
配

置
が
変
わ
り
ま
す

　
□松 

総
務
管
理
課（
総
務
係
お
よ
び
管
理
係
）

の
配
置
が
変
わ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
□松 

総
務
管
理
課
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□松 

総
務
管
理
課
管
理
係

（
☎
内
線
２
１
１
４
）

令
和
3
年
度
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
保
養
事
業
に
つ
い
て

　
例
年
7
月
に
実
施
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
保
養
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

に
つ
い
て
も
、
実
施
の
可
否
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
１
１
８
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
増
設
工
事
の
お
知
ら
せ

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
便
性
向

上
の
た
め
次
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
名
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
増

設
工
事

場
所
▼
駐
車
場
南
側
植
栽
帯
お
よ
び
駐
輪
場

内
容
▼
①
駐
車
場
南
側
植
栽
帯
お
よ
び
駐
輪

場
を
駐
車
場
に
改
修
、
②
駐
輪
場
を
新
設

期
間
▼
6
月
1
日（
火
）〜
令
和
4
年
3
月
末

（
予
定
）

そ
の
他
▼

〇
工
事
中
は
、
現
在
の
駐
車
場
の
一
部
が
利

用
で
き
ま
せ
ん

〇
ご
利
用
の
際
に
は
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
お
願
い
し
ま
す

〇
満
車
な
ど
の
場
合
は
、
東
側
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

〇
工
事
に
伴
う
騒
音
・
振
動
な
ど
が
発
生
し

ま
す

問
合
せ
▼

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
に
つ
い
て

　
松
井
田
文
化
会
館
で
は
、
利
便
性
・
快
適

性
向
上
の
た
め
、
次
の
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
工
事
期
間
中
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
名
▼
松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
洋
式
化
工
事

場
所
▼
大
ホ
ー
ル
女
性
用
ト
イ
レ

内
容
▼
ト
イ
レ
洋
式
化
、
衛
生
設
備
の
設
置

期
間
▼
7
月
8
日（
木
）〜
8
月
20
日（
金
）

（
予
定
）

そ
の
他
▼

〇
工
事
期
間
中
は
大
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
を
制

限
し
ま
す

〇
工
事
に
伴
う
騒
音
、
振
動
が
発
生
し
ま
す

問
合
せ
▼

松
井
田
文
化
会
館（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）

市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
係
わ
る
事
前
申
請
の
ご
案
内

　
令
和
3
年
度
の
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
に
つ
い
て
、
ご
利
用
手
続
き
に
必
要
な
事

前
申
請
の
期
日
は
、
6
月
18
日（
金
）で
す
。

期
日
ま
で
に
早
め
の
事
前
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
そ
の
他
、
補
助
要
件
、
諸
手
続
き
な
ど
の

詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
窓
口
も
し
く
は
、

お
し
ら
せ
版
5
月
15
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
着
工
ま
た
は
完
成
し
て
い
る
リ
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受
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松
義
台
地

土
地
改
良
区

市
民
サ
ロ
ン
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市民ギャ
ラリー

相
談
室
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
特
例
措
置
①

対
象
者
▼
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
19
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

接
種
回
数
▼
第
1
期（
3
回
）と
第
2
期（
1

回
）の
計
4
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

特
例
措
置
②

対
象
者
▼
平
成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年

10
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
期
間
は
満
9
歳
以
上
13
歳

未
満

接
種
回
数
▼
第
1
期
の
3
回
接
種
の
う
ち
未

接
種
分

接
種
に
必
要
な
も
の
▼
予
診
票
・
母
子
手

帳
・
保
険
証

予
診
票
に
つ
い
て
▼
予
診
票
が
な
い
場
合

は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
そ
の
際
、
接
種
歴
の

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
2
期
の
予
診

票
は
、
平
成
19
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降
の

人
に
は
、
毎
年
小
学
4
年
生
の
4
月
頃
に
個

別
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

（
任
意
）公
費
助
成
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防

接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
1
歳
か
ら
5
歳
未
満（
1
歳
の

誕
生
日
〜
5
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）

助
成
回
数
▼
1
人
1
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
後
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

６
月
４
日
〜
６
月
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

　
こ
の
週
間
は
、
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
、

「
一
生
を
　共
に
歩
む
　自
分
の
歯
」

で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
噛
ん
で
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
3
年
度
の
各
種
検
診
が

6
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
5
月
下
旬
に
、
今
年
度
の
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
希
望
の
検
診
に
つ

い
て
シ
ー
ル
の
同
封
案
内
を
見
て
、
集
団
検

診
ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の
際
は
「
受
診

シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

一
般
介
護
予
防
教
室

「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
高
齢
者
の
健
康
状

態
と
要
介
護
状
態
の
間
に
あ
る
「
虚
弱
状

態
」
の
こ
と
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

原
因
の
上
位
を
占
め
る
「
転
倒
」
・
「
認
知

症
」
と
フ
レ
イ
ル
は
関
連
が
深
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
予

防
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
体
力
測
定

や
理
学
療
法
士
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
の

健
康
講
話
な
ど
を
通
じ
て
、
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

①
７
月
１
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
７
月
８
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

③
７
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

④
７
月
21
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
□松 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
で
、

４
日
間
参
加
で
き
る
人
優
先
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
10
日（
木
）午
前
９
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
・
１
１
８
９
）

健
康
ソ
フ
ト
体
操
教
室

 

最
近
家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
、
運

動
不
足
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
運
動
不
足

の
体
を
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
筋
ト
レ
で
活

性
化
し
、
免
疫
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

①
７
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
７
月
13
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
□ス 

ア
リ
ー
ナ

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

で
、
3
日
間
参
加
で
き
る
人
優
先
。
膝
や
腰

が
少
し
痛
い
人
で
も
無
理
を
せ
ず
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
中
身
の
入
っ
て
い
な
い
5
0
0
㎖

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
2
本
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル（
手
ぬ
ぐ
い
サ
イ

ズ
）、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
８
日（
火
）午
前
９
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
・
１
１
８
９
）

健
康
通
信

　
毎
年
健
診（
検
診
）を
受
け
て
い
ま
す
か
。

　
血
液
検
査
や
尿
検
査
な
ど
を
実
施
す
る
一

般
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

□本 

健
康
づ
く
り
課
か
ら
は
、
6
月
か
ら
が

ん
検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
各
種
検
診
受

診
シ
ー
ル
」
を
対
象
年
齢
の
人
へ
郵
送
し
て

い
ま
す
。
健
診（
検
診
）を
受
け
、
自
分
の
身

体
と
向
き
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
何
か
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼

□本 
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
接
種
後
の
副
反
応
の
影
響
で

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

新
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的
な
接

種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
例
措
置
に
該
当
す
る
年
齢
の
人
は
、
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種（
第
1
期
・
第
2
期
計

4
回
）を
受
け
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
減
少
し
て
お
り
、
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況
で
す
。
第

1
期
の
1
回
目
、
2
回
目
を
未
接
種
の
人
が

優
先
さ
れ
ま
す
が
、
接
種
期
限
ま
で
に
早
め

に
医
療
機
関
へ
予
約
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
来
年
度
以
降
は
増
産
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
次
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公
費

負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

第
1
期

対
象
者
▼
生
後
6
か
月
〜
7
歳
6
か
月
ま
で

（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
3
歳
、
追

加
：
4
歳
）

※
3
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

接
種
回
数
▼
初
回
：
2
回
　
追
加
：
1
回

第
2
期

対
象
者
▼
満
9
歳
〜
13
歳
未
満（
標
準
的
な

接
種
時
期
は
小
学
4
年
生
）

接
種
回
数
▼
1
回
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予防しましょう Vol.15

2021年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す



INFORMATION市民 INFORMATION市民
特
例
措
置
①

対
象
者
▼
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
19
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

接
種
回
数
▼
第
1
期（
3
回
）と
第
2
期（
1

回
）の
計
4
回
接
種
の
う
ち
未
接
種
分

特
例
措
置
②

対
象
者
▼
平
成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年

10
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
期
間
は
満
9
歳
以
上
13
歳

未
満

接
種
回
数
▼
第
1
期
の
3
回
接
種
の
う
ち
未

接
種
分

接
種
に
必
要
な
も
の
▼
予
診
票
・
母
子
手

帳
・
保
険
証

予
診
票
に
つ
い
て
▼
予
診
票
が
な
い
場
合

は
、
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
そ
の
際
、
接
種
歴
の

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
2
期
の
予
診

票
は
、
平
成
19
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降
の

人
に
は
、
毎
年
小
学
4
年
生
の
4
月
頃
に
個

別
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

（
任
意
）公
費
助
成
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防

接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
1
歳
か
ら
5
歳
未
満（
1
歳
の

誕
生
日
〜
5
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）

助
成
回
数
▼
1
人
1
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
後
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

６
月
４
日
〜
６
月
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す

　
こ
の
週
間
は
、
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
、

「
一
生
を
　共
に
歩
む
　自
分
の
歯
」

で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
噛
ん
で
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
3
年
度
の
各
種
検
診
が

6
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
5
月
下
旬
に
、
今
年
度
の
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
「
受
診
シ
ー

ル
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
希
望
の
検
診
に
つ

い
て
シ
ー
ル
の
同
封
案
内
を
見
て
、
集
団
検

診
ま
た
は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の
際
は
「
受
診

シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

一
般
介
護
予
防
教
室

「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
高
齢
者
の
健
康
状

態
と
要
介
護
状
態
の
間
に
あ
る
「
虚
弱
状

態
」
の
こ
と
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

原
因
の
上
位
を
占
め
る
「
転
倒
」
・
「
認
知

症
」
と
フ
レ
イ
ル
は
関
連
が
深
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
予

防
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
体
力
測
定

や
理
学
療
法
士
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
の

健
康
講
話
な
ど
を
通
じ
て
、
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

①
７
月
１
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
７
月
８
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

③
７
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

④
７
月
21
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
□松 

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
で
、

４
日
間
参
加
で
き
る
人
優
先
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
10
日（
木
）午
前
９
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
・
１
１
８
９
）

健
康
ソ
フ
ト
体
操
教
室

 

最
近
家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
、
運

動
不
足
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
運
動
不
足

の
体
を
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
筋
ト
レ
で
活

性
化
し
、
免
疫
力
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す

※
当
日
は
自
宅
で
の
体
温
測
定
を
行
い
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
参
加
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

日
時
▼

①
７
月
６
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

②
７
月
13
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
□ス 

ア
リ
ー
ナ

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

で
、
3
日
間
参
加
で
き
る
人
優
先
。
膝
や
腰

が
少
し
痛
い
人
で
も
無
理
を
せ
ず
参
加
で
き

ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
中
身
の
入
っ
て
い
な
い
5
0
0
㎖

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
2
本
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル（
手
ぬ
ぐ
い
サ
イ

ズ
）、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

定
員
▼
15
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
８
日（
火
）午
前
９
時
〜

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
１
１
８
８
・
１
１
８
９
）

健
康
通
信

　
毎
年
健
診（
検
診
）を
受
け
て
い
ま
す
か
。

　
血
液
検
査
や
尿
検
査
な
ど
を
実
施
す
る
一

般
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

□本 

健
康
づ
く
り
課
か
ら
は
、
6
月
か
ら
が

ん
検
診
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
各
種
検
診
受

診
シ
ー
ル
」
を
対
象
年
齢
の
人
へ
郵
送
し
て

い
ま
す
。
健
診（
検
診
）を
受
け
、
自
分
の
身

体
と
向
き
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
何
か
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
接
種
後
の
副
反
応
の
影
響
で

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

新
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的
な
接

種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
例
措
置
に
該
当
す
る
年
齢
の
人
は
、
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種（
第
1
期
・
第
2
期
計

4
回
）を
受
け
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
減
少
し
て
お
り
、
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
約
が
取
り
づ
ら
い
状
況
で
す
。
第

1
期
の
1
回
目
、
2
回
目
を
未
接
種
の
人
が

優
先
さ
れ
ま
す
が
、
接
種
期
限
ま
で
に
早
め

に
医
療
機
関
へ
予
約
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
来
年
度
以
降
は
増
産
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
次
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公
費

負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

第
1
期

対
象
者
▼
生
後
6
か
月
〜
7
歳
6
か
月
ま
で

（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
3
歳
、
追

加
：
4
歳
）

※
3
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

接
種
回
数
▼
初
回
：
2
回
　
追
加
：
1
回

第
2
期

対
象
者
▼
満
9
歳
〜
13
歳
未
満（
標
準
的
な

接
種
時
期
は
小
学
4
年
生
）

接
種
回
数
▼
1
回

2021 ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

フレイル予防　脳トレ
足と手で違う動きをします。
・「１．２．３・・」と声を出して数を数え
ながらリズム良く足踏みをします。
・３の倍数で手を叩きます。リズムよく繰り
返します。

問合せ▶□本 地域包括支援センター
（☎内線1188）

フレイルを
予防しましょう Vol.15

2021年6月1日号安中市役所　☎027－382－1111

　
市
役
所
□本
、
□松
、
各
地
区
の
公
民

館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
や
ご
意
見
な
ど

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す



相 談 案 内 6月１日 ▼7月１５日

あんなかスマイルパーク　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　　　　7/6・7・13・14
恵みの湯　　　　　　　　6/1～30  改修工事のため休館
　　　　　　　　　　　　7/6
峠の湯　　　　　　　　　6/8・22　7/13
鉄道文化むら　　　　　　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　　　　7/6・13
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　　　6/1・8・15・22・29・30※
　　　　　　　　　　　　7/6・13
文化会館　　　　　　　　6/7・14・21・28・30
　　　　　　　　　　　　7/5・12
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。

碓氷川熱帯植物園　6/1・8・15・22・29
 7/6・13
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/7・14※・21・28※
 7/5・12※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/1・8・15・22・29
 7/6・7※・8※・13
いきいき長寿センター 新型コロナウイルス感染拡大
 防止のため、当面の間、休館

行事カレンダー 6月１日 ▼7月１５日

（6月1日～7月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

6　　月 7　　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4

13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3
9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7

16・19・4
12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5
10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 6/3　7/1　13 時～ 16 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/17　7/1・15　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/5　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/1　7/6　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
（65歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 6/4・18　７/2　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日
9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。

2223 2021年6月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

行　　事　　名

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～

　・旧松井田町屋内外施設□松 

　　18:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～

● 第2回安中市議会定例会

　開会（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第2回安中市議会定例会

　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
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行　　事　　名
● 第2回安中市議会定例会

　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　一般質問（予定）　9:00～
● 第2回安中市議会定例会

　一般質問（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　閉会（予定）　9:00～
● 第6回農業委員会総会

　□本　　201会議室　13:30～

● 猟銃等取扱講習会

　文化センター3階大会議室 13:20～
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行　　事　　名

● 猟銃免許更新講習

　文化センター3階大会議室  9:00～

● 安中市消防隊水防訓練

　西毛総合運動公園東側広場

　8:30～
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※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月1日は県民交通安全日です。

　市民課
休日窓口開設日

６月6日・20日　７月4日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

休館のご案内



相 談 案 内 6月１日 ▼7月１５日

あんなかスマイルパーク　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　　　　7/6・7・13・14
恵みの湯　　　　　　　　6/1～30  改修工事のため休館
　　　　　　　　　　　　7/6
峠の湯　　　　　　　　　6/8・22　7/13
鉄道文化むら　　　　　　6/1・8・15・22・29
　　　　　　　　　　　　7/6・13
文化センター（※は図書館のみ休館です）
　　　　　　　　　　　　6/1・8・15・22・29・30※
　　　　　　　　　　　　7/6・13
文化会館　　　　　　　　6/7・14・21・28・30
　　　　　　　　　　　　7/5・12
※新型コロナウイルスの影響で、臨時休館の場合があります。詳しくは各施設へお問合せください。

碓氷川熱帯植物園　6/1・8・15・22・29
 7/6・13
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 6/7・14※・21・28※
 7/5・12※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　 6/1・8・15・22・29
 7/6・7※・8※・13
いきいき長寿センター 新型コロナウイルス感染拡大
 防止のため、当面の間、休館

行事カレンダー 6月１日 ▼7月１５日

（6月1日～7月15日）上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 
業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ

㈱群馬水工
㈲入沢電気商会
㈲内堀設備工事
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業
㈲武美工業
㈲田中工作所

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
㈱反町備工
第一設備工業㈲ 
㈱フェニックス
㈱白坂工業
サトウ住設

382-9433
382-1609
393-0157
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178
382-5061
385-4126

385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262
382-4710
382-5612

6　　月 7　　月
給水管修理当番業者
１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

20・21・18
23・25・22
9・2 4・5
16・19・3
1 2・2・6
1 5・8・7
1 3・1・4
14・26・17
10・11・18
20・21・22
23・25・5
9・2 4・3
16・19・6
1 2・2・7
1 5・8・4

13・1・17
14・26・18
10・11・22
20・21・5
23・25・3
9・2 4・6
16・19・7
1 2・2・4
15・8・17
13・1・18
14・26・22
10・11・5
20・21・3
23・25・6
9・2 4・7

16・19・4
12・2・17
15・8・18
13・1・22
14・26・5
10・11・3
20・21・6
23・25・7
9・2 4・4
16・19・17
12・2・18
15・8・22
1 3・1・5
14・26・3
10・11・6

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）無料税務相談 □本　　 6/3　7/1　13 時～ 16 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/17　7/1・15　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/5　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/1　7/6　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 高齢者支援課（☎内線 1188）
（65歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民相談室（☎内線 1207）

人権相談 □本　　 7/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分 □本　　 市民相談室（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 市民相談室（☎内線 1207）□本　　 6/4・18　７/2　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 30 分

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日
9 時～11 時 30 分 地域福祉支援センター（☎382－8397）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民

安中市役所　☎027－382－1111

行　　事　　名

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋外施設□ス 18:30～

　・旧松井田町屋内外施設□松 

　　18:30～

● 体育施設利用者調整会議（7～9月）

　・旧安中市屋内施設□ス 18:30～

● 第2回安中市議会定例会

　開会（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第2回安中市議会定例会

　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
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行　　事　　名
● 第2回安中市議会定例会

　経済建設常任委員会（予定）9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　一般質問（予定）　9:00～
● 第2回安中市議会定例会

　一般質問（予定）　9:00～

● 第2回安中市議会定例会

　閉会（予定）　9:00～
● 第6回農業委員会総会

　□本　　201会議室　13:30～

● 猟銃等取扱講習会

　文化センター3階大会議室 13:20～
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行　　事　　名

● 猟銃免許更新講習

　文化センター3階大会議室  9:00～

● 安中市消防隊水防訓練

　西毛総合運動公園東側広場

　8:30～
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※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月1日は県民交通安全日です。

　市民課
休日窓口開設日

６月6日・20日　７月4日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

休館のご案内



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか

広報

発行　安中市役所　〒379－0192  安中市安中一丁目23-13　☎382－1111 
編集　企画経営部情報戦略課　印刷　碓氷印刷株式会社

※広告内容については、広告主に直接お問い合わせください。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

6月26日（土） ～ 8月31日（火）　
（期間中は無休）

平日　　　　　午前11時～午後5時
土日祝　　　　午前11時～午後6時
お盆期間中　　午前11時～午後7時

※営業時間以降の予約は要相談。
※ラストオーダーは閉店の30分前です。
※新型コロナウイルスの影響により、
　実施内容などが変更になる場合があります。

「磯部簗」

（8月13日～15日）

問合せ▶磯部簗（営業期間中）（☎385－6959）　　（一社）安中市観光機構（☎329－6203）

磯
部
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泉
街
の
中
心
に
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れ
る
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氷
川
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し
た
磯
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簗
が
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月
26
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土
）に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
碓
氷
川
の
ほ
と
り
で

清
流
を
眺
め
な
が
ら
、
新
鮮
な
鮎
料
理
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
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ル
ス
感
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症
へ
の
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染
症
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止
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お
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ち
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て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

安全・安心・
未来へつなげる  水道

安 中 市 水 道 事 業
Annaka Water Works

広　告 広　告

広　告


